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～保育料に関する市民意識調査～ 
 

 

町田市の子ども・子育て支援施策を審議する「町田市子ども・子育て会議」では、町田市の

諮問を受け、現在、保育サービスに関する適正な利用者負担（保育料）のあり方について議論

をしています。 

保育料に関する近年の動向として、２０１９年１０月には国による３～５歳児の無償化が、 

２０２３年１０月には東京都による第２子以降の無償化が、それぞれ行われています。一方、近

年の物価高騰や職員の賃金が上昇するとともに、共働き世帯の増加などによる保育サービス

のニーズの高まりなどを受け、保育サービスを提供するために必要な経費が増加傾向となっ

ています。 

そこで、保育サービスの負担の公平性を検討するにあたり、子育て中の保護者の皆さまか

らのご意見をうかがう調査を実施して議論を深めていきたいと考えております。 

この調査をお願いする方は、町田市にお住まいの０～２歳児のお子さんをお持ちの世帯か

ら無作為に 2,000 人の方を選ばせていただきました。調査は無記名であり、すべて統計的

に処理し、結果のみを利用いたしますので、ご回答いただいた方にご迷惑をおかけすること

は決してありません。なお、設問によっては、関連する資料（設問ごとに指定）をご確認いただ

きながらご回答いただくこととなります。 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解のうえ、ぜひ調査にご協力いただき

ますようお願い申し上げます。 

２０２４年７月 

                      町田市子ども・子育て会議 

【回答期限：●月●日（●）まで】 

【本調査の問い合わせ先】 

町田市子ども生活部 保育・幼稚園課 

電話：042-724-2137 受付時間：月曜日～金曜日（平日）8：30～17：００ 

FAX：050-3161-8635 

資料 ３ 
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○このアンケートは、インターネットによる回答（パソコン、スマートフォンなどで回答）と

なります。インターネットを利用できる環境にない方は、紙の調査票と返信用封筒を郵送い

たしますので、表紙に記載の町田市子ども生活部保育・幼稚園課までご連絡ください。 

○設問ごとに関連する資料を次ページ以降に掲載していますので、ご覧になりながらご回答く

ださい。回答画面にも関連する資料が表示されますが、見えづらい場合があるため本紙をお

送りしております。 

○アンケートの回答にかかる時間は、  

程度です。 

 

■インターネットによる回答方法 

１．回答画面へのアクセス方法 

・パソコン、スマートフォンなどで、次のＵＲＬを入力するか、二次元コード（ＱＲコード）を読

み込み、アクセスしてください。 

＜ＵＲＬ＞                 ＜二次元コード（ＱＲコード）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「番号」と「パスワード」の入力 

・次の「番号」と「パスワード」を入力してください。この番号とパスワードは、お答えの内

容を識別するものであり、個人を特定するものではありません。 

  ※番号、パスワードはすべて半角で入力してください。 

番号【            】パスワード【              】 

 

３．アンケート調査の回答の実施 

・画面の指示をお読みいただきながら、お答えください。 

・ページ内のすべての質問を回答したら「次へ」ボタンを押してください。  

・最終ページの「次へ」ボタンをクリックすると調査は完了します。  

・最終ページの 「次へ」ボタンをクリックした後は、回答の変更ができないため、ご注意くだ

さい。 

 

４．ご注意いただきたいこと 

・この調査は、回答を途中保存することができます。  

・回答を一時中断する場合は、そのまま画面を閉じてください。  

・「次へ」ボタンを押したページまで、回答結果は保存されます。  

・再開する場合は、再度ログインしてください。一時中断した画面から再開できます。 

本調査への回答方法 

15分 
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＜問９～問１２の参考資料です。＞ 

資料１ （１）保育料の国基準と町田市基準（標準時間 11 時間） 

保育料は、個人の所得によって算出される市民税所得割額を世帯で合算することで決まります。国

基準では、世帯の市民税所得割額によって８階層に区分し、各階層の上限額を定めています。町田市

では、これを２７階層まで細分化するとともに、保護者負担を軽減することを目的として、国基準の

保育料よりも低額の保育料として町田市基準を定めています。なお、国基準と町田市基準の保育料の

差分は町田市が負担しています。 

国基準に対する町田市基準の現保育料は以下のとおりです。 

＜図表 1：保育料の国８階層と町田市２７階層＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

保育料の国階層と町田市保育所でもっとも利用者の多い D１２階層の国基準と町田市基準の表

を以下に示します。 

＜図表２：国基準と町田市基準の保育料の例＞ 

 

 

 

 

保育料
（月額／円）

保育料
（月額／円）

1 生活保護世帯 0円 A 0円
2 市町村民税非課税世帯 9,000円 B 0円

C 4,500円
D-1 １２,０００円未満 5,100円
D-2 ３０,０００円未満 5,700円
D-3 ４８,６００円未満 6,400円
D-4 ５２,０００円未満 7,700円
D-5 ５６,０００円未満 9,900円
D-6 ６０,０００円未満 13,200円
D-7 ６８,０００円未満 16,800円
D-8 ８０,０００円未満 19,700円
D-9 ９６,０００円未満 22,900円
D-10 １１６,０００円未満 25,800円
D-11 １３９,０００円未満 28,800円
D-12 １６２,０００円未満 30,800円
D-13 １８５,０００円未満 32,800円
D-14 ２０８,０００円未満 35,600円
D-15 ２３２,０００円未満 38,200円
D-16 ２５８,０００円未満 40,900円
D-17 ２８５,０００円未満 43,300円
D-18 ３１３,０００円未満 45,600円
D-19 ３４３,０００円未満 48,000円
D-20 ３７３,０００円未満 50,300円
D-21 ４０７,０００円未満 53,000円
D-22 ４４１,０００円未満 55,600円
D-23 ５０１,０００円未満 58,300円
D-24 ５０１,０００円以上 61,800円

町田市基準

世帯の階層区分

61,000円

80,000円

104,000円

生活保護世帯
市町村民税非課税世帯
均等割のみ課税されている世帯

所
得
割
課
税
額

7

国基準

19,500円

30,000円

44,500円

世帯の階層区分

8

所得割課税額　48,600円未満

所得割課税額　97,000円未満

所得割課税額　169,000円未満

所得割課税額　301,000円未満

所得割課税額　397,000円未満

所得割課税額　397,000円以上

3

4

5

6

世帯の階層区分 保育料／月
国階層 町田市階層 国基準 町田市基準

D-10
116,000円未満

25,800円

D-11
139,000円未満

28,800円

D-12
162,000円未満

30,800円

所得割課税額
　169,000円未満

44,500円
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（２）年齢別保育経費負担率 

保育所等の保育料について平均的な所得階層「D１２」でみると、保育経費の保護者負担割合は、

年齢別にみると下表のようになっています。例えば、0 歳児１人に月額の保育経費が３４８，４９９

円掛かっています。このうち、保護者の負担額は３０，８００円、負担割合は８．８％です。一方、

市負担額は 119,975 円で、残りの経費は国と東京都の公費でまかなっています。 

 

＜図表 3：所得階層D１２の場合の経費負担率＞※保育経費は 2022年度決算に基づき計算 

 

 

 

 

＜問１３～問１５の参考資料です。＞ 

 

資料２ 児童一人当たりの保育経費に対する市負担額 

２０１９年１０月の幼児教育・保育の無償化により、３～５歳児の保育料は無償化されました。 

そのため、現在、保育料を徴収しているのは０～２歳児のみとなります。 

２０１８年度と２０２２年度を比較すると、児童一人あたりの月額の保育経費に対する市負担額 

は、０歳児及び１歳児で約５千円、２歳児で約６千円増加しています。 

＜図表 4：児童一人当たりの保育経費（月額）の推移＞ 

 

 

 

 

＜参考＞町田市における保育料の国基準に対する徴収割合 

「国基準に対する徴収割合」とは、国基準で徴収した場合の保育料と、実際に町田市基準で保

護者が負担している保育料との割合のことです。 

町田市の２０２２年度の実績は、４９．４％となって 

おり、多摩２６市の上位（高い割合）から数えた場合、 

１２番目で中位となっています。 

■過去3年の国基準徴収割合

2020年度 2021年度 2022年度

49.9% 49.3% 49.4%

（単位：円）

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 5年間の増減

335,991 338,977 339,417 341,813 348,499 12,508

うち市負担額 115,010 116,747 116,039 118,621 119,975 4,964

163,454 169,881 169,793 171,310 177,164 13,710

うち市負担額 50,838 53,850 52,674 53,855 55,709 4,871

158,180 162,833 165,750 166,740 171,944 13,764

うち市負担額 50,013 53,326 54,504 55,206 56,192 6,180

保育経費
0歳

1歳
保育経費

保育経費
2歳

町田市基準額 国基準額（上限）

０歳児 348,499円 119,975円 34.4% 8.8%

１歳児 177,164円 55,709円 31.4% 17.4%

２歳児 171,944円 56,192円 32.7% 17.9%

（A）のうち
市負担額（円）

（A）に対する
市負担割合

（A）のうち、保護者負担額（円） （A）に対する
保護者負担割合

（A）保育経費

30,800円 44,500円
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＜問１６・１７の参考資料です。＞ 

資料３ 保育料階層分布の比較 

 ２０１８年度と２０２２年度の保育料の階層の分布を比較すると、概ね同様の分布となっています 

が、最高階層であるＤ２４階層の割合が約１．７ポイント増加しています。 

＜図表 5：２０１８年度と２０２２年度（０～２歳児）の階層分布＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

D２４階層の内訳をみると、特に５０万円台と６０万円台の人数に大きな差が見受けられ

ます。 

＜図表 6：図表 5のうち、D２４階層の世帯の市民税所得割の状況とD２４に占める割合＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※未申告世帯は除いています。 
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